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活躍する卒業生

卒業生版一線で活躍する元気なＯＢ・OGたち。
今春卒業する学生へ向けた熱きメッセージ。

大阪工大の学位記授与式で（前列右端が神宿さん）

の仲間たちでした。「女性の施工管理職はまだ多くありませんでし

たので、長続きしないだろうと思われていたかもしれません。でも

私の顔や名前を覚えていてくれて、別の現場で再会した時に『なん

や、まだ辞めてなかったんか』とニコニコしながら声を掛けてくだ

さる方も。１つの建物を一緒に作りながら信頼関係も築いている

のだと感じます」。また昔から点数で評価されるのが性に合わない

という神宿さんにとって、「今回の段取りは良かったな」「これはも

う一歩やな」という現場の声は何よりも率直な評価で、反省にも励

みにもなります。

　100人以上の作業員を束ねる責任は重大で、信頼関係を築く

ことの大切さを実感しています。自分より一回り以上も年上の人

たちを相手に、期日通り竣工となるよう交渉・調整しなくてはいけ

ません。そうしたコミュニケーションの大切さや、いろんな人とか

かわることの面白さを教えてくれたのは、大阪工大での４年間で

した。海外語学研修に参加したり、ラグビー部のマネジャーを務

めたり、資格取得に励んだり、充実した大学生活を共に過ごした

仲間たちとは、今でも年に数回女子会をしています。「ゼネコン

で施工管理職に就いている友達が何人もいて、仕事が大変だ、

体がきつい、と同じ悩みを言い合いながら、それでもこの仕事の

面白さや魅力も分かち合える。誰も仕事を辞めないから、私も負

けられません」。将来のパートナーとなる男性とも研究室のOB

会で知り合い、今春結婚する予定です。「生活は変わるけれど、で

きる限り仕事も続けていきたいですね。私、採用試験の履歴書に

『仕事と家庭を両立させてこそ、自分らしさです』と書いたんで

す」。仕事にプライベートに奔走する「かみちゃん」の日々は続き

ます。

　ヘルメットに作業着の出で立ちでてきぱき動き回る、きゃしゃな

女性。神宿さんが前田建設工業で集合住宅や倉庫などの施工管

理に携わるようになって、丸６年が経ちます。彼女の仕事は計画通

りに工事が進むよう現場を管理すること。作業の工程表を作成し、

各現場の作業や協力会社間の調整をしたり、必要な資材の納入状

況をチェックしたり、スムーズに工事を進めるために全体の進ちょ

くや品質、安全などあらゆる面から管理しています。

　「高校で建築科を選んだのは、何か人と違うことをやってみたか

ったから。将来は専門性の高い職業に就きたいと考えていました。

先生の助言もあって大阪工大に進学し、新しい世界が開けまし

た」。朝礼に始まり、作業内容の確認や打ち合わせを行い、携帯電

話が鳴っては現場の作業員のもとに飛んでいきます。ひっきりなし

に鳴る携帯電話で現場に指示を出す神宿さん。頭の中には完ぺき

に図面が入っているのではないかと思うほどに、その指示は的確

で細かい。夕方に作業員の作業が終わっても、彼女の仕事はその

日終了した作業の確認や翌日以降の準備など、深夜まで続きま

す。日によっては終電で帰宅することも。めまぐるしい忙しさです

が「朝起きた時はしんどいと思っても、現場に行けば元気な職人さ

んたちが待っていてくれる。そのエネルギーをもらって、今日も頑

張ろうと思えるんです」

　躯体、内装それぞれに協力会社の作業員たちは皆、その道のプ

ロばかり。だからこそ厳しい指摘も受けるし、学ぶことも多い。入社

して間もないころは「何かしなければ」と気持ちが焦り、「余計なこ

とをするな」と怒鳴られたこともありました。「できないことが悔し

くて、怒られたことが悔しくて、新人のころは家に帰ってよく泣きま

した」。それでも支えてくれたのも励ましてくれたのもやはり現場

ン端末を使った決済システムにも参入しています。自社メディアの

『スキンケア大学』は、上位検索キーワードランキングでYahoo、

Googleともに1位（2011年5月調べ）。また決済システム『ペイリ

ッチ』は、スマートフォン端末のイヤホン部分にジャックを挿すだけ

でカード決済ができる、日本初のサービスです。「自分たちでゼロか

らつくり出すネットビジネスは面白い。メード･イン･ジャパンで市場

を開拓したい」。直近の目標は年内に国内市場で上場すること。シ

ンガポール上場も視野に、グローバルな展開を目指しています。

　強固な意志と野心を持つ坂本さんですが、即戦力に頼りがちな

ベンチャー企業で新卒採用を重視し、「社員に還元できる家族的な

経営を」と語るなど、どこかほかの若手経営者とは違う雰囲気を漂

わせています。保険の外交員として懸命に働く母親のもとで育ち、

「あきらめなければ何でもできることを母は背中で教えてくれた」。

社内でも、社員一人ひとりが夢を語り合い、全員で共有する合宿を

行っています。「うちの強みは『人』。誰にでも長所があって、それを

伸ばしていくことに注力すれば必ず成長できます。メンバーがやり

たいことを聞いて、それを形にしていける環境をつくるのが私の役

割です」

　将来的には海外のIＴ産業のように社会への投資を行い、小学校

から大学、商圏まで含めた「街」をつくりたいとも語ります。地域全

体が潤う経済の流れをつくり、雇用も生み出せるような「街」。壮大

な発想ですが、坂本さんの目は夢を実現させ得る可能性に満ちあ

ふれています。ビジョンに向かってどう突き進んでいくのか。今後の

展開が楽しみです。

　「自分はジャイアン気質。周りを引っ張っていって何かをやること

が好き」

　リッチメディアはウェブサイト制作・受託やメディア運営などを手

掛ける企業です。設立から2年目の若い会社ですが、売上は初年度

に3億円を超え、2年で10億円に迫るほどの躍進を見せています。

　大学時代は「ブレイクダンスとアルバイトに熱中し、あまり真面目

ではなかった」と、どこにでもいるような学生でした。しかし、就職活

動での出会いが坂本さんを変えたと話します。

　「自分より優秀な学生たちに出会うことで、人生を真剣に考えて

いなかったことに気付いたんです。自分が得たものを伝えようと、

就職活動終了後は関西エリアの大学4年次生ら有志で就職応援団

体をつくり、数百人もの学生をサポートしてきました」

　インターネット広告代理店事業を主とするサイバーエージェント

に入社したのも、「尊敬できる先輩社員がいて、自分から進んで仕

事を取りにいける環境があったから」。プレゼン資料の作成などで

睡眠は週に20時間以下でしたが、「量をこなして質に変えよう」と

仕事に没頭しました。ネット広告の販売で実績を上げ、大阪支社で

初のミリオンプレーヤーに。社内表彰制度でMVPを2期連続受賞

するパフォーマンスを評価されて、2年目で子会社取締役に抜て

き。新入社員の育成、予算管理と、同世代の若者には希少な経験を

積みました。

　子会社の経営は軌道に乗りましたが、そこで満足することなく、

「坂本幸蔵として勝負しよう」と独立。現在は企業のサイト構築や、

美容・医療分野に特化したメディア運営などをはじめ、スマートフォ
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02年3月大阪工大高卒。06年3月大阪工大工学
部建築学科卒。前田建設工業関西支店勤務。大阪
府出身。28歳。

坂本 幸蔵 さん
●さかもと・こうぞう
06年3月摂南大経営情報学部経営情報学科卒。
同年4月サイバーエージェントに入社。新入社員
でありながら2期連続で全社MVPを獲得し、翌年
子会社の取締役に就任。10年6月にリッチメデ
ィアを設立し、代表取締役社長。大阪府出身。
29歳。

　大阪工大高（現常翔学園高）、大阪工

大で建築を学び、前田建設工業に入社

した神宿智帆さん。男性社会といわれ

る建設工事現場で施工管理にあたり、

「かみちゃん」と慕われながら多くの作

業員を束ねています。女性が専門職に

就き、大掛かりな案件を動かす面白さ、

やりがいなどについて伺いました。

　成長産業といわれるインターネット

サービス業界で、ウェブ制作、メディア

運営などの事業を展開するリッチメデ

ィア。2010年に設立されたばかりで

すが、順調に業績を上げ、注目を浴び

ています。29歳の若さでかじを取る坂

本幸蔵さんの歩んできた道のり、描く

未来とは？
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